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自然環境市民大学で発表する人たち
　大阪自然環境保全協会の自然環境市民大学は、
2004年（第２期生）からその講座の一部を奥の
谷をフィールドとして実施している。2006年度
は〈雑木林の下樵り〉、〈樹木の名札付け〉、〈水
の生きもの池の垣根造り〉が行われた。写真は
下樵りの班が現地で行った発表会の様子である。

表紙の写真



活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介） 特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部特定非営利活動法人　里山倶楽部

　里山倶楽部は、「好きなことして、そこそこ儲けて、
いい里山をつくる」をコンセプトとして、里山の保全管
理や環境教育に関するさまざまな事業を行なっていま
す。会員は約300 名。毎月1 回の定例活動日の他に、次
のような活動があります。その中の「とんびくらぶ」で
は、龍泉寺近くの果樹園で里山初心者が楽しみながら草
刈りなどの手入れや果物の収穫などを行なっています。

　連続講座
　　●里山の学校（里山基礎講座） ●森林ゼミ（人工林管理） ●里林班（雑木林管理）

●窯の穴（炭焼師養成講座） ●弘川千年の森（行政との協働事業） ●里山キッズクラブ（子供対象）
　自由参加活動
　　●とんびくらぶ（山遊び・山仕事体験） ●タントンハン（無農薬米作り）

●桜とりすの森（ﾆｭｰﾀｳﾝでの緑化活動） ●里山バザール（里山関連商品のイベントショップ）
　まちづくり・研究活動
　　●ちゃこマネー委員会（炭本位制の地域通貨） ●里山バイオマス事業部（薪炭林のｴﾈﾙｷﾞｰ化研究）
　企画運営･コンサル事業
　　●里山環境教育オフィス（ワークショップ等の受託事業）　　●ど組（森林作業請負、炭・薪販売）

連絡先：寺川裕子,〒 584-0024　富田林市若松町4-20-6，TEL/FAX 0721-25-3128

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介） 　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会　石川あすかプランを考える市民連絡会

　本市民連絡会は、石川の自然環境を守ることを目的として1994 年に発足しました。
　1999 年からは市民と行政が協働して石川の整備のあり方を考える「石川河川公園自然ゾー
ンワークショップ」に参加し、さまざまな活動を行なっています。

■活動の内容
　　1.「あすかプラン」の見直しを府に要望する：　「石川あすかプラン」を見直し、環境保全・自然保護

　の観点を大きく取り入れるよう、大阪府及び関係市町村に要望する。
　　2.河川管理のあり方を学習する：　河川管理のあり方や自然環境保全などについて学習する。
　　3.生物調査に基づき提言する：石川に生息する生物の調査を行い、石川の自然保護について提言する。
　　4.周辺住民の意見を聞く：　石川周辺住民をはじめ、多くの人々の意見を聞き、くらしを考え、自然

　を守る立場から、要望や提言に反映させる。
　　5.市民参加のあり方を研究する：　市民が参加できる河川公園のあり方について研究する。
　　6.多くの人に賛同を呼びかける：　より多くの人々に、私たち
　　　　の考えを宣伝し、賛同を呼びかける。

　また「石川自然クラブ」では、石川を学び、石川で遊
び、石川の自然を守り育てる活動として、生きもの調査
やイベント、石川流域フォーラムの開催、石川こども自
然隊などを展開しています。

連絡先：笠原英俊,〒584-0086　富田林市津々山台1-5-1，TEL/FAX 0721-29-7894

石川河川敷での昆虫調査→

竜泉の果樹園での草刈り→

＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞＜協議会参加団体の活動紹介＞
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活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　     富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会富田林の自然を守る会

　協議会主催で行われた里山保全作業（富田林「里山ホリデー」）、自然観察会、昆虫ウオッチング、

野草を食べる会、里山クラフトなどを主体的に取り組みなした。また、協議会によって、奥の谷小

屋に薪ストーブが設置されました。

　協議会の主催活動以外の取り組みとしては、国際ワーク

キャンプ（ＮＩＣＥと共済；協議会は協力参加）の開催、Ｎ

ＩＣＥ週末キャンプ、大阪自然環境保全協会が主催する自然

環境市民大学などの受け入れ、水利組合に協力しての溜池の

土手の草刈り、保育園の遠足の受け入れなどを行いました。

10月のNICE週末ワークキャンプでは、奥の谷のみかん小屋

に2泊3日で、これまで8年間の国際ワークキャンプ参加者

の同窓会を行い、22名の参加者がありました。

　大阪自然環境保全協会が錦織公園<指定管理者：みどり会>から委託された里山管理に協力し、モ

ウソウチクの伐採を中心とした「里山づくり体験講座」にスタッフを派遣しました。

　連絡先：田渕武夫
　　　　　〒584-0024　富田林市若松町4-16-21
　　　　　TEL/FAX　0721-24-7960

国際ワークキャンプでの下樵り作業
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竜泉竜泉竜泉竜泉竜泉・・・・・里山クラブ里山クラブ里山クラブ里山クラブ里山クラブは「遊び心を持って楽しみながら活動する、自己責任に於いて体力に合った活動
をする、」をコンセプトとして、自然環境保全と地球温暖化防止活動、里山の保全と資源の循環型
利用、地域との交流をより広く深く進める、地域の子供達に自然との関りかたを知ることにより、
自然環境教育に役立てる。
活動場所　活動場所　活動場所　活動場所　活動場所　富田林市竜泉・大阪狭山市全域・千早赤阪村
活動内容活動内容活動内容活動内容活動内容　竹林及び雑木林の間伐と下草刈り、　植樹、竹炭・木炭焼き、竹酢液・木酢液作り、蜜
柑農園手伝い、竹工芸、自然材での工作、椎茸栽培、栗栽培、自然環境保全に関する講座及び体験
学習、
主な設備主な設備主な設備主な設備主な設備　竹窯2基、土窯１基、蒸留設備1基、風力発電設備、（出力1.5ｋｗ予定）1基、雨水浄
化設備、粉炭機1基、ソーラ発電設備、多目的高温窯（工事中）１基、蜜柑園のお手伝い。
最近の活動最近の活動最近の活動最近の活動最近の活動　宝塚地域の子供達による体験学習35名（竹切、炭焼、
豚汁、竹飯盒、蜜柑刈り）東條小学校２年・４年生40名によるクヌ
ギ苗200本植樹。大阪シニア自然カレッジ受講生28名体験・講座学
習。
活動日　毎週水曜日、第2・第4土曜日活動時間　原則として9：30
～ 15：00
連絡先　箭島健雄090－2595－2919　藤田貞夫090－6739－0225
事務局　〒589－ 0022　大阪狭山市西山台3丁目3－14

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　     
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（特活）ＮＩＣＥ　日本国際ワークキャンプとは、日本・東アジアで国際ワークキャンプを主催する、若者主体のＮＧＯであり、90年に設立、
会員は約1,200名、女性／学生が各７割以上となっている。2005年は9ヶ国で52回主催、また58ヶ国のワークキャンプに639人の日本人を派遣
し、148回の週末ワークキャンプを企画し、2,279人（＋住民数千人）が参加。ＣＣＩＶＳの代表やＮＶＤＡ（アジア・ボランティア発展ネット
ワーク）の代表も務め、若い力と地域の力で様々な生態系・文化・個性が生き生きと友好共存する地球社会を開拓しています。

　富田林の自然を守る会とは、1999年の国際ワークキャンプから、以下を共通の目的としに活動している。
１）貴重で豊かな里山の保全活動を応援する
２）住民が自分達の地域の里山を見なおし、課題を改善する意識と行動を高める

３）富田林市の地元の方と日本・世界の若者達が 交流、相互理解する
2007年1月のミーティングでの総括、反省、アンケートを有効に活用し、さらに多くの人々を巻き込み、また、ワークキャンプの質を高めて
いくことができるように、富田林の自然を守る会の皆さんと共に年間計画・目標に沿う活動を繰り広げていきたいと考える。NICEのメンバー
は素人のボランティアであり、特別な技術、知識は持ち合わせていないが、だからこそ、協力を大切にし、地元の人々と目的を同じくして里
山保全活動を展開していきたい。　　　　連絡先：NICE関西オフィス　TEL　 06-6576-0089

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　     ＮＩＣＥ　富田林チーム

活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）活動紹介）          　　　　　　　　　　　　　　　     

開催日 参加者数 主な活動内容・成果
06年1月21日～1月22日 リピーター8名＋初参加者5名 「どんど焼き」・竹ワーク
06年4月29日～4月30日 リピーター7名＋初参加者0名 「野草を食べる会」・遊歩道作り
06年5月20日～5月21日 リピーター9名＋初参加者5名 遊歩道、階段作り・池周辺の草刈り
06年6月10日～6月11日 リピーター8名＋初参加者4名 遊歩道、階段作り・梅狩り

06年7月19日～8月12日
参加者25名（日本、韓国、ﾌﾗﾝｽ、ｲ
ﾀﾘｱ、中国、ｽﾛﾊﾞｷｱ）

スギ・ヒノキの間伐、雑木林の下草刈り、間伐、遊歩
道作り等

06年9月10日～9月11日 リピーター7名＋初参加者7名 里山コンサート・遊歩道作り
06年10月7日～10月9日 リピーター19名＋初参加者2名 大同窓会、NICEな森の総点検など
2006年11月18日 リピーター4名＋初参加者0名 講演会へ参加、竹伐採作業
06年12月2日～12月3日 リピーター6名＋初参加者0名 錦織公園の整備（間伐）、遊歩道作り、竹の間伐

2006年、週末ワークキャンプ・国際ワークキャンプ活動実績
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平成１８年度事業報告 

 

１．役員会・総会＝市役所会議室） 

①４月１９日（水）、②５月２４日（水）、③６月２１日（水）、④７月２０日（木、 

⑤８月１７日（木）、⑥９月１３日（水）、⑦１０月１８日（水）、⑧１１月１５日（水）、 

⑨１２月１２日（水）、⑩１月１７日（水）、⑪２月１５日（木、⑫３月１４日（水）、 

総会３月２８日（水） 

 

２．自然環境保全の活動 

◆里山管理作業 「富田林里山ホリデー」  

午前１０時～午後３時 奥の谷 参加人数 

①  ５月２１日（日） １１人

②  ６月２５日（日） ７人

③  ９月１７日（日） ３人

④ １０月 ８日（日）  ６人

⑤ １１月１９日（日）  ８人

⑥ １２月 ３日（日） ３人

⑦  １月２８日（日）        ４人

⑧  ２月 ４日（日）  １０人

⑨  ３月２５日（日）   人

◆自然観察路の整備  

９月１０日（日）午前１０時～午後３時 奥の谷 参加人数６人 

◆生きもの水辺づくり 

 ６月５日（日）午前１０時～午後３時 奥の谷 参加人数１７人 

 

３．自然環境の観察会について 

場所 奥の谷、時間 ９時～１時 参加人数 

① ４月 ９日（日）自然観察会 １５人

② ５月 ７日（日）自然観察会 雨天中止

③ ６月１０日（土）自然観察会 １５人

④ ７月１５日（土）昆虫ウォッチング ４１人

⑤ ９月 ９日（土）自然観察会 ６人

⑥１０月 ７日（土）自然観察会      １４人

 

４．自然環境の講座について 

① 春の野草を食べる会 

 ４月２９日（祝）午前１０時～３時 奥の谷 参加人数６９人 

② 自然クラフト（つる細工） 

１１月２３日（祝）午前１０時～３時 奥の谷 参加人数１３人 

③ 東板持地区で講座開催 
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講 座 １１月１８日（土）午前 10 時～12 時 農業倉庫 2 階和室 

参加人数１２人、講師 伊藤孝美さん 

作 業 １２月９日（土）午前 10 時～午後 3 時（竹きり）・・雨天中止 

 

５．国際ワークキャンプへの参加 

 ８月４日～８月１２日富田林市 ８月５日（土）歓迎会 

●参加人数スタッフ延べ５５人、日本人青年２人、留学生２人、外国人６人 

（韓国２人、中国１人、スロバキア１人、フランス１人、イタリア１人） 

●作業内容、間伐と階段づくり 

 

６．交流会 

  忘年会     １２月１６日（土） 午前１０時～午後３時 奥の谷 

参加人数７人、午前中作業・午後ぼたん鍋で忘年会 

新年会（どんと・もちつき） １月１３日（土） 午前１０時～午後３時 奥の谷 

参加人数４０人、どんと焼き、書初め、餅つき 

 

７．冊子「富田林の自然」発行 

①巻頭言（寺川） 

②協議会イベント写真（田淵） 

③佐藤治雄（大阪自然環境保全協会副会長）の論文 

④２００６年度自然環境保全活用調査報告より抜粋 

⑤特集の報告（東板持の里山保全活動） 

⑥団体報告（各団体代表者） 

  ⑦２００６年度協議会事業報告（事務局） 

 

８．自然環境活用調査 その４ 

～市民が守り育てる自然豊かな里山をめざして～ 

   奥の谷・南原モデル地区における将来プランの具体化 

「富田林市緑の基本計画」策定について 

●緑地調査 錦織地区  ８月２４日（木）午前９時  市役所第２駐車場集合 

       南原地区  ９月３０日（土）午前１０時 瀧谷不動尊駐車場集合 

東板持地区 １１月 15 日（水）午後 1 時  市役所第２駐車場集合 

●緑の基本計画ヒアリング   １１月２７日（月）午後４時～ 市役所会議室 

●お亀石古墳周辺地区ヒアリング１２月 ５日（火）午後２時～ 市役所会議室 

●錦織「オオタカ」情報交換会 １２月１１日（月）午後７時～ 市役所会議室 

●錦織「オオタカ」情報交換会  １月１８日（木）午後６時～ 市役所会議室 

●錦織「オオタカ」現地調査会  ２月１５日（木）午後１時～ 市役所会議室 
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